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CommonMPの概要と活⽤

第25回 河川情報取扱技術研修 令和元年10⽉
⼀般財団法⼈ 河川情報センター

国⼟交通省（下⽔道部・⽔管理・国⼟保全局・国総研）、(社)⼟⽊学会、(社)建設コンサ
ルタンツ協会及び(社)全国上下⽔道コンサルタント協会による共同開発運営体制（コン
ソーシアム）の設⽴

Foundation Of River & Basin Integrated Communications, 
Japan

ダムがある流域のプロジェクト

降⽔量データ
⼊⼒

2

Common MPの活⽤例
a.流出解析等での⽔⽂データの利⽤

HQ式で
⽔位流量変換

⽔位データで
結果を検証

ダム諸量の
利⽤

Foundation Of River & Basin Integrated Communications, 
Japan

a.ダムの洪⽔調節効果の算定結果
現状とダムが無いと仮定した場合の計算結果(⽔位ハイドロ)をグラフ表⽰し、
ダムの効果を⽰すわかりやすい資料を作成できる。
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再現⽔位

ダムなしの⽔位 ダムによる
⽔位低減効果

観測⽔位

Foundation Of River & Basin Integrated Communications, 
Japan

WEB データ取得ツール

検索方法
ファイル形式

1観測所毎に検索
（テキストファイル）

1水系内の複数観測所をまとめて検索可能（バイナリ
又はCSV形式）

ダウン
ロード
期間

リアルタイム
雨量・水位・
ダム諸量

10分データ - リアルタイムデータ
⾃動取得可能

バイナリ
又は
WISEF（CSV）形式

過去データ
（雨量、水位、
流量、ダム諸
量）

10分データ 直近7日間 任意の7⽇間 WISEF（CSV）形式

時間データ 1ヶ月 1年間
日データ 1年間 10年間
年統計データ 全期間 全期間

b.⽔⽂⽔質データ取得ツールによる⽔⽂データの取得

全国版
⽔⽂⽔質データベース ミラーサーバ

インターネット上
で⼀般公開

ミラーリング

観測所検索

観測所を選択しデータの
閲覧が可能（データダウ
ンロードは制限がある）

現⾏のWEBサービスに
影響を与えないように
ミラーサーバを整備

⽔⽂⽔質データ
取得ツール

CommonMP上から
ツールを起動して条
件に応じたデータを
取得できる

CommonMPがインストールされたPC

⽔⽂⽔質データ
ベースの公開

取得したデータは⼊
⼒要素モデルで直接
読込可能

洪⽔予測計算⽤に洪⽔
期間中の連続⾃動取得
が可能

4

Foundation Of River & Basin Integrated Communications, 
Japan

b.⽔⽂⽔質データ取得ツールによる⽔⽂データの取得

③⽔系名を選択

⑥「ダウンロード」をクリック

④⾬量観測所名を選択

②地⽅を選択

①データ項⽬︓⾬量
データ種別︓10分

を選択

⑤期間を指定

WISEF（CSV）形式で
ダウンロード
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Foundation Of River & Basin Integrated Communications, 
Japan

c.樹⽊群の有無による河道内⽔位の⽐較（１）
（河川縦横断データの活⽤）

河川縦横断データ取得ツールにより横断データを取得し、CommonMP-GISによ
り横断形状や樹⽊群を設定することで、それらの効果を算定することができる。

樹⾼5m

樹⾼1.5m
に変更

河川縦横断取得ツールのメイン画⾯

CommonMP-GISを⽤いた横断形状の設定例

CommonMP-GISを⽤いた樹⽊群の設定例

編集したい部分を
選択し、ドラック
することで横断形
状が編集できる 6
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Foundation Of River & Basin Integrated Communications, 
Japan

c.樹⽊群の有無による河道内⽔位の⽐較（２）
（河川縦横断データの活⽤）

①検討区間の横断データと洪⽔時の
⽔⽂データから⽔理解析を⾏い結果
を表⽰

準⼆次元不等流計算要
素モデル⽤に保存され
ている断⾯データの樹
⽊群の⾼さを変更して、
⽔位がどのように変わ
るのかを確認出来る

➂変更した断⾯
データで⽔理解
析を⾏う

現況

準⼆次元不等流計算による
⽔位への影響把握例

樹⽊伐採後

➁現況⽔位を確認し、
⽔位低下に寄与する
⾼さまで下げる
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計画⾼⽔位
現況河道
樹⽊伐採

伐採区間

Foundation Of River & Basin Integrated Communications, 
Japan

⽔⽂⽔質データ
取得ツール

CommonMP上から
ツールを起動して条
件に応じたデータを
取得できる

8洪⽔対応時の利⽤

実際の流域データ

シミュレーションの実施

観測所間の縦断⽔位
の描画

既存のプロジェクト

プロジェクトの構築or
既存のプロジェクトをインポート

「リアルタイムデータ取得開始・取得継続→縦断⽔位の計算→グラフ表⽰」の繰り返し

繰り返し

新しいリアルタイムデータ
の⾃動取得

ｄ．CommonMPによる⼀次元不定流計算の流れ
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Foundation Of River & Basin Integrated Communications, 
Japan

リアルタイムデータを⽤いた⼀次元不定流計算を⾏うことで、⽔位観測所の間の地点の洪⽔の様⼦が把握
できます。
また、プロジェクトや⼊⼒データを編集することで、様々な条件下（複数の仮定シナリオ）での計算も可
能となります。

①スライドバーで時
間を進め、表⽰する

縦断⽔位が時間ととも
に変化する。

グラフ表⽰時刻

縦断⽔位

計算縦断⽔位
右岸堤防⾼
左岸堤防⾼
平均河床⾼

②動画表⽰する

ｄ．リアルタイム⽔位縦断計算結果
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Foundation Of River & Basin Integrated Communications, 
Japan

最新の⽔⽂データを
⾃動取得

⽔⽂⽔質データ取得ツール（⼀般公開）

堤防を越⽔
⼜は破堤すると

氾濫計算

１ ２ リアルタイム河道-氾濫計算の実施

３ リアルタイム河道⽔位計算結果 ４ リアルタイム氾濫計算結果

⽔位縦断で状況を確認

浸⽔規模や範囲を
リアルタイムで概算できる

e．CommonMPによるリアルタイム河道-氾濫計算の流れ
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上流・下流
⽔位

⽔位上昇の
様⼦

Foundation Of River & Basin Integrated Communications, 
Japan

e．危険箇所を絞り込んだ氾濫シミュレーション
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危険箇所を絞り込んだ氾濫シミュレーションを⾏うため、要素モデルのパラメータ設定画⾯から、簡易に
河川断⾯毎の破堤・越流⾼を設定変更できるよう、破堤・越流モデルから設定することができる。

②下流地点
で破堤

①上流地点
で破堤

現場の状況に合わせた
シミュレーション

破堤

破堤

溢水

溢水
テーブルから「破堤開始⽔位」
等を編集可能

プルタブによる破堤地点の指定で、簡易に条件変更

破堤条件イメージ図

Foundation Of River & Basin Integrated Communications, 
Japan

浸水開始直後 浸水発生15時間後

e．浸⽔深の計算結果

12
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この画像は表示できません。

CommonMP

要素モデルライブラリから⼊⼿
（要素モデル）

⾃ら開発
（要素モデル）

演算プロジェクトの構築・実⾏
（プラットフォーム）

13

演算結果の表⽰
（機能拡張ツール）

CommonMPによる⽔理⽔⽂解析

その他データ地形データ⽔⽂データ

必要なデータの取り込み
（機能拡張ツール）

STEP1-A

CommonMPの概要

14

事務所

CommonMPを⽤いた作業分担の例

本局、事務所、コンサルタント等
が同⼀の⽔理⽔⽂解析プラット
フォームを⽤いて演算プロジェク
トを共有することにより、効率的
な作業分担ができるようになる。

本局

コンサル

演算プロジェクトの作成、
シミュレーションの実施

シミュレーションの実施、
パラメータ感度分析等 演算結果の確認、評価

演算プロジェ
クトの送付

演算プロジェクト
の送付または共有

本
省

STEP1-A

CommonMPの概要(2)
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⽤ 語 定 義 アイコン等

要素モデル
プラットフォームの制御によりシミュレー
ション演算を実⾏するソフトウェア。役割
に応じて、演算モデル、⼊⼒モデル、出⼒
モデルに分類される。

機能拡張ツール（ツール）

シミュレーションとは別の制御より、実⾏
されるソフトウェア。データ取得ツールや
演算結果表⽰ツール等がある。
CommonMP-GISも機能拡張ツールの⼀つ
と考えることができる。

演算プロジェクト
（プロジェクト）

シミュレーションに必要な要素モデルや
データ、シミュレーション条件をセットし
たもの

演算プロジェクト

STEP1-A

CommonMPの概要（⽤語・定義）

16

フォルダ 内容

CommonMP CommonMPプラットフォーム関連のファイルが保存される。

CommonMPData シミュレーション・プロジェクト関連のフォルダがプロジェクト・グループ保存
される。

Execute プラットフォームや要素モデル、機能拡張ツールの実⾏形式ファイル等が保存さ
れている。ユーザは通常は利⽤しない。

Source 要素モデルの開発等に利⽤。要素モデルの開発を⾏わないユーザは利⽤しない。

CommonMP-GIS CommonMP-GIS関連の実⾏形式のファイル等が保存される。通常はユーザは利
⽤しない。

CommonMPインストール・フォルダ以下のファイル構成

STEP1-A

CommonMPの概要（フォルダ構成（１／２））
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フォルダ・ファイル 内容

InputData シミュレーション・プロジェクトで⽤いるデータが保存される。

OutputData シミュレーション・プロジェクトから出⼒されたデータが保存される。

ParameterData, 
RefInfo, SCF, Supp パラメータ、構造定義ファイル等を保存する。通常は使わない。

XXXX.cmprj
プロジェクト・ファイル。⼀つの・シミュレーションプロジェクトに対して⼀つのプロ
ジェクト・ファイルができる。⼀つのプロジェクト・グループ内に複数のプロジェクト
が作成される場合がある（同じデータを使いパラメータを変化させたプロジェクトを複
数保存する場合等）。

CommonMPDataフォルダ以下のファイル構成※

※これらのフォルダ、ファイルはプロジェクトを新規作成時に⾃動的に作成される。

STEP1-A

CommonMPの概要（フォルダ構成（２／２））
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STEP1-A

CommonMPの起動
CommonMPを起動し、トップ画⾯を表⽰します。

ダブルクリック
で起動

①モデル管理画⾯

③ライブラリ
管理画⾯

②プロジェクト
管理画⾯

①モデル管理画⾯︓GUIでプロジェクトを構築する画⾯
②プロジェクト管理画⾯︓シミュレーション期間の設定や実⾏を⾏う画⾯
③ライブラリ管理画⾯︓要素モデルを管理する画⾯

実行ファイルの保存先
C:CMP
¥Ver1.5RB
¥CommonMP
¥Excute
¥bin
¥CommonMPMain.exe

※下線のフォルダ名はイン

ストールしたパソコン、
CommonMPのバージョン
によって異なります。

トップ画⾯

★１
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流量観測所

流出

降⾬

降⾬⼊⼒ 貯留関数流出モデル 流出量出⼒

STEP1-B

計算結果のグラフ表⽰CommonMP演算プロジェクト

実流域

演算プロジェクトの概要

20

③「取込」ボタンをクリック

① 「ファイル > プロジェクト > ポータブルデータ
取込」を選択する。

②デスクトップの「研修CommonMP.zip」を選択

STEP1-B-2

①

②

③
④

演算プロジェクトのインポート

21

⑤ 「ファイル > プロジェクト > 開く」を選択する。 ⑥「研修H28」フォルダの「基本プロジェクトグ（初
級）.cmprj」を選択

⑦プロジェクトが開かれる

STEP1-B-3

⑤

⑥-1

⑥-2

⑥-3

演算プロジェクトのインポート

22

⼊⼒モデル
（降⾬⼊⼒）

演算モデル
（貯留関数流出モデル）

出⼒モデル
（流出量出⼒）

それぞれの要素モデルをダブルクリックすることで、その要素モデルの設定を確認・変更できる画⾯が表⽰され
る。さらに「詳細設定」ボタンをクリックすると、モデルのパラメータや⼊出⼒ファイル名を確認・変更できる。

次ページ

次次ページ

STEP1-B-4

ダブル
クリック

演算プロジェクトの解説（１）
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⼊⼒モデル
（降⾬⼊⼒）

演算モデル
（貯留関数流出モデル）

出⼒モデル
（流出量出⼒）

エクセル
で開くと

STEP1-B-5

⼊⼒モデルには、
csvファイルが設定

⼊⼒ファイルの保存場所
C:¥CMP
¥Ver1.5RB
¥CommonMP
¥CommonMPData
¥研修H28
¥InputData
¥Rain.csv

演算プロジェクトの解説（２）

24

⼊⼒モデル
（降⾬⼊⼒）

演算モデル
（貯留関数流出モデル）

出⼒モデル
（流出量出⼒）

エクセルで
開くと

タイムスタンプ
を確認する

STEP1-B-6

出⼒モデルには、
csvファイルへ書き
込む設定

出⼒ファイルの保存場所
C:¥CMP
¥Ver1.5RB
¥CommonMP
¥CommonMPData
¥研修H28
¥OutputData
¥流出量.csv

演算プロジェクトの解説（３）
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①クリック

①クリック

③タイムスタン
プが更新される

「実⾏」ボタン
どちらでもOK

STEP1-B-7

②計算終了

シミュレーションの実施 ⼊⼒要素を設置

26

⼊⼒要素を設置します。
上部の「 」をクリックし、任意の場所をクリックすると⼊⼒要素が設置できます。

① ②

③任意の地点をクリック

⼊⼒要素と表⽰された
状態で作業を⾏う

STEP２-A

26

流域要素を設置
次に、流域要素を設置します。
上部の「 」をクリックし、任意の場所をクリックすると流域要素が設置できます。

① ②

③出⼒要素の右側を
クリック

流域要素と表⽰され
た状態で作業を⾏う

STEP２-B

上流 下流 27

出⼒要素を設置
最後に、出⼒要素を設置します。
上部の「 」をクリックし、任意の場所をクリックすると出⼒要素が設置できます。

① ②

③貯留関数モデルの右側をクリック

出⼒要素と表⽰された
状態で作業を⾏う

STEP2-C

上流 下流 28

モデル管理ツールバーの要素接続 を選択し、送信側（上流側）の要素モデルをクリックし、次に受信側
（下流側）の要素モデルをクリックします。

③、④の操作を実⾏すると
接続線が結ばれる

要素接続︔要素モデルをつなげる

29

①

④受信（下流）側の要素
モデルをクリックする

③送信（上流）側の要素
モデルをクリックする

②
要素接続と表⽰された
状態で作業を⾏う

STEP２-D-1

同様な操作で接続線を結ぶ

29

モデル管理ツールバーの要素接続 を選択し、送信側（上流側）の要素モデルをクリックし、次に受信側
（下流側）の要素モデルをクリックします。

③、④の操作を実⾏すると
接続線が結ばれる

要素接続（２）︔要素モデルをつなげる

30

①

④受信（下流）側の要素
モデルをクリックする

③送信（上流）側の要素
モデルをクリックする

② 要素接続と表⽰された
状態で作業を⾏う

STEP２-D-2

30
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流出計算プロジェクトの構築

31

CommonMPの基本プロジェクトを構築しました。
各要素モデルの詳細設定を⾏うことで、シミュレーションを実⾏することができます。

STEP２-D-3

⼊⼒要素 流域要素 出⼒要素

31

⼊⼒要素に地上観測所⾬量⼊⼒モデルを設定
次に、設置した⼊⼒要素に対して「地上観測所⾬量⼊⼒モデル」を設定します。

雨量データファイル（WISEFまたはCSV形式）を読み込み、数値を下流側要素モデルへ渡します。

②ライブラリ管理画⾯の
「⼊⼒要素」タブを開く①クリックしてアクティブ

状態（ピンク枠）にする

③「CSVファイル⼊⼒」の
「地上観測所⾬量⼊⼒モデル」

をダブルクリック

STEP２-E-1

④「地上観測所⾬量⼊⼒モデル」
が設定される

32

「地上観測所⾬量⼊⼒モデル」のデータ参照先としてWISEFデータファイルを指定します。

⾬量データを⾬量要素モデルに取り込み

33

①ダブル
クリック

②クリック

④

⑤

③

⑦

STEP２-E-2

WISEFファイルの保存先︓
C:¥CMP
¥Ver1.5RB
¥CommonMP
¥CommonMPData（デスクトップにショートカット有）
¥NewProjectGr
¥InputData
¥A観測所_2013年 5⽉15⽇_2013年 5⽉18⽇_RH.wsf

取得したWISEFファイル名の末尾はデータ項⽬を表しています。
⾬量データの記号 RH︓時間⾬量データ 33

流域要素に貯留関数モデルを設定
設置した流域要素に対して、「貯留関数モデル」を設定します。
雨量を入力値として、貯留関数法により流出量を計算します。

②ライブラリ管理画⾯の
「演算要素」タブを開く①クリックしてアクティブ

状態（ピンク枠）にする

STEP２-F-1

③「⽔⽂」の
「貯留関数モデル」
をダブルクリック

④「貯留関数モデル」
が設定される

34

貯留関数モデルのパラメータ設定
「貯留関数モデル」の詳細設定を⾏います。
ここでは要素モデルの名称を⼊⼒します。詳細設定より、貯留関数パラメータの設定が⾏えます。

①ダブル
クリック

②クリック

⑤

④

③貯留関数パラメー
タ設定画⾯が表⽰

STEP２-F-2

35

出⼒要素に時系列ハイエト/ハイドロ⼊⼒
モニターグラフ出⼒モデルを設定

また、計算結果を簡易表⽰する「時系列ハイエト/ハイドロ入力モニターグラフ出力モデル」を設置します。

③「モニター画⾯表⽰」の
「時系列ハイエト/ハイドロ⼊

⼒モニターグラフ出⼒」
をダブルクリック

①前々ページと同様に、
任意の位置に出⼒要素を設置し、ア
クティブ状態（ピンク枠）にする

②ライブラリ管理画⾯の
「出⼒要素」タブを開く

STEP２-G-1

④「時系列ハイエト/ハイドロ
⼊⼒モニターグラフ出⼒」が設

定される

36
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モニターグラフ出⼒の詳細設定
「時系列ハイエト/ハイドロ⼊⼒モニターグラフ出⼒モデル」の詳細設定を⾏います。
ここでは詳細設定より、タイムステップの設定が⾏えます。

①ダブル
クリック ②クリック

⑤

④

STEP２-G-2

③タイムステップは、
STEP1-F-2と同じ数値
（＝3600sec）を⼊⼒する

37

地上観測所⾬量⼊⼒モデルと貯留関数モデルの接続線を「ポイント時系列情報」に設定します。

②ライブラリ管理画⾯の
「要素接続」タブを開く

①線上をクリックしてアクティブ
状態（ピンク）にする

③「時系列データ」の
「ポイント時系列情報」

をダブルクリック

要素接続にポイント時系列情報

STEP２-H-1

③の操作を実⾏すると
⻘線で表⽰される

38

貯留関数モデルとモニターグラフ出⼒の接続線を、「ポイント時系列情報」に設定します。

②ライブラリ管理画⾯の
「要素接続」タブを開く

①線上をクリックしてアクティブ
状態（ピンク）にする

③「時系列データ」の
「ポイント時系列情報」

をダブルクリック

要素接続（３）︔ポイント時系列情報

39

STEP２-H-2

④線上をダブルクリック

⑤伝送情報を
「任意⼊⼒」へ変更

⑥「設定」をクリック 39

シミュレーション期間の設定と計算実⾏

40

プロジェクト管理画⾯の「シミュレーション」タブをクリックし、シミュレーション期間を設定します。
「開始/再開」ボタンをクリックすると計算が開始します。

①クリック

③クリック

STEP２-I

②年⽉⽇時分秒は各数値をクリック
し、直接⼊⼒ または ボタン
で⼊⼒

②⽔⽂データの期間内で設定
2013/05/15 1:00:00

〜 2013/05/18 23:00:00

計算が終了すると表⽰さ
れるダイアログ

40

計算結果のモニター画⾯表⽰

41

時系列ハイエト/ハイドロ⼊⼒モニターグラフ出⼒モデルによって、計算結果をモニター画⾯に表⽰すること
ができます。簡易な計算結果のチェックに利⽤します。

STEP２-J

①「出⼒要素」をクリック

②モニター
グラフ出⼒
にチェック

③計算を実⾏す
ると計算結果を
モニター表⽰

詳細なグラフ出⼒⽅法は操作演習で解説します。
④閉じる 41

計算プロジェクトの保存

42

STEP２-K

作成したプロジェクトを新しいプロジェクトとして名前を付けて保存します。

④プロジェクト名を
“練習”

に変えて保存します

①

②
③

⑤ 42
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43

http://framework.nilim.go.jp
CommonMPに関するさまざまな情報を⼊⼿できる。

CommonMP本体や
要素モデル等の

ダウンロードは、
「ソフトウェアラ
イブラリ」から⾏

います

CommonMPウェブサイトの紹介

44http://framework.nilim.go.jp/platform.html

CommonMP（GISなし）及びCommonMP（GISつき）のダウンロードができる。
ユーザ登録の上、使⽤許諾条件に同意していただく必要があります。

「ソフトウェアライ
ブラリ」⇒「プラッ

トフォーム」

（インストール⽅法は後述）

プラットフォーム（CommonMPシステム）
のダウンロード

45http://framework.nilim.go.jp/lib-model/table.html

様々な要素モデルのダウンロードや解説書の閲覧ができる。
要素モデルライブラリダウンロード規約へ同意していただく必要があります。

「ソフトウェアライ
ブラリ」⇒「要素モ

デル」

（インストール⽅法は後述）

要素モデルのダウンロード

46
http://framework.nilim.go.jp/doc/index.html

CommonMPに関するマニュアル類はここからダウンロードできる。

CommonMPの操作
や各種開発に関する

資料等は、
「ドキュメント」か

ら取得できます

操作マニュアル等のダウンロード


